
 第六次竜王町総合計画全体像の変更点  

 
 
 

変更前 変更後 変更理由 

基本理念 

 
■新時代に即した地域特性を活かすまちづくり ■地域特性を活かすまちづくり 項目名はシンプルにし、内容説明で

「新時代に即した」や「町民・民間（企

業）と行政」の要素を記載する。 ■町民・民間と行政の協働によるまちづくり ■協働によるまちづくり 

めざすべき竜王町の姿 

 案１ 豊かさ・美しさ・やさしさあふれる 

だれもがここちよくいられるまち 竜王町 

案２ 実り豊かで居心地が良い  

みんなの希望が叶うまち 竜王町 

案３ 美しく たくましい ときめきの郷 竜王町 

案 

若者も暮らしたい 美しく希望がかなうまち 竜王 

ターゲットや目的が明確で、わかり

やすい将来像とする。審議会意見に、

庁内職員意見も踏まえて作成。 

人口フレーム 

 

追加 

参考 2030 年 

自然動態を改善しない場合の年間出生数 56 人

（年少人口比率 ９％） 

自然動態を改善した場合の年間出生数 72 人 

（年少人口比率 10％） 

子ども数の維持についても目標に取

り入れるため、出生数・年少人口の見

通しについて参考として追加。 

土地利用の方向 

 ①各拠点へのバランスの良い機能配置 

安心・安全を重視しつつ 

①中心核と各拠点へのバランスの良い機能配置 

②町内外の拠点をつなぐ道路軸の強化 

③農商工の地域特性を活かす土地利用 

安心・安全なまちづくりはすべての

土地利用の前提となる考え方として

位置づけ、各項目は目的を明確化す

るために文言を補足。 

②町内拠点間、町外アクセス強化、多様化 

③地域特性を活用できる土地利用の推進 

④魅力的で、安心・安全なまちづくり 

資料２ 



 

 
変更前 変更後 変更理由 

まちづくり柱 

 明るく元気で活力あふれる豊かなまちづくり “豊かさ”  活力あふれるまちづくり 
柱を“豊かさ”“やさしさ”“つながり”

という単語で表現しつつ、どんなま

ちづくりをめざすかを明確化。 

次世代に誇れる安心できるやさしいまちづくり “やさしさ” 安心して暮らせるまちづくり 

町民とともに協働で進める絆のまちづくり “つながり” みんなで進めるまちづくり 

重点戦略 

 コンパクトシティ化構想戦略 “豊かさ”向上プロジェクト 

“やさしさ”向上プロジェクト 

“つながり”向上プロジェクト 

まちづくりの柱に合わせて３つのプ

ロジェクトに分類。それぞれが各分

野別施策ごとではなく、横断的、優先

的な取組のイメージ。 
人口減少対策戦略 

施策体系（イメージ） 

 

横並びの位置付け 三角形の位置付け 

重点プロジェクトが分野横断的な取

組であることをイメージしやすくす

るために位置関係を変更。 

 

 


